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三側面
（分野に☑）

環境 項目 ICT活用率

SDGsに関する重点的な取組み
指標

（更新時に向けた数値目標）

社会 現状（2025年） 更新時（3年後）

経済 50％ 80％

デジタル測量機器の拡充及び、全ての工事でICT
の活用を推奨する。

経済 0名 1名

環境 項目 労働災害ゼロ継続

社外の研修や講習の受講による社員教育を充実
化させ、会社が費用を負担する等して1級土木施
工管理技士合格者の増加に取り組む。

環境 項目 1級土木施工管理技士取得者数

社会 現状（2025年） 更新時（3年後）

社会 現状（2025年） 更新時（3年後）

経済 0件 0件

今後も安全に配慮した作業を徹底し、労働災害ゼ
ロを継続する。

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数
値および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確
認ください。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞
三側面

（分野に☑）

環境

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

熊本県・熊本市と防災協定を結んでいる、熊本県産業資源循環協会の会員として災害時応急活動にも備
えている。また、当協会運営による不法投棄撤去作業等のボランティア活動へも毎年参加している。

社会

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

建設現場におけるユニバーサルデザインの推進。ユニバー
サルデザイン（快適トイレ）の各現場での設置。

社会

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

三側面

人材育成とワークライフバランス実現のため、
研修体制の整備や資格の取得を奨励する。

前期のSDGsに関する重点的な取組み

会社負担での研修受講・資格取得を奨励し、2022～
2025年では計19件の研修受講・資格取得に繋がり、目
標を達成することができた。

2022年度1名採用
2025年度3名採用

前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2023年度2棟設置
2024年度2棟設置
2025年度3棟設置

2023～2025年度間には計7棟を設置することができ、
目標を達成することができた。

研修受講・資格取得の助成実績
2022年2人→2025年6人

前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2022年度1棟設置
2025年度3棟設置

前期の指標に対する実績

前期の指標に対する実績

前期の指標

研修受講・資格取得の助成実績
2022年2人→2025年5人

a 2023～2025年度間には5名採用し、目標を達成するこ
とができた。

2023年度1名採用
2024年度1名採用
2025年度3名採用

a

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的
な取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

年齢や性別を問わない採用（中途採用を含む）の実施。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載） 前期の指標に対する実績

三側面
（分野に☑）

環境

社会

a

（分野に☑）

環境

更新 事業者名 有限会社　昌南建設

建設業に従事したプロフェッショナルな企業として、社員の研修制度を充実させ専門性の高い人材の育
成を行い労働災害ゼロを継続する。ICT導入を積極的に進め業務を効率化し時間外労働削減により従業
員やその家族の豊かな暮らしを育む。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞


